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通期業績予想及び期末配当予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2024年 10月 29日に公表した 2025年３月期（2024年４月１日～2025年３月 31日）の通期業績予想

及び期末配当予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．通期業績予想の修正 

(1) 2025年３月期通期連結業績予想数値の修正（2024年４月１日～2025年３月31日） 

 

営業収益 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想  （Ａ） 

百万円 

２６２，４００ 

百万円 

３２，７００ 

百万円 

３３，０００ 

百万円 

２１，２００ 

円 銭 

１８７．２３ 

今回修正予想  （Ｂ） ２６１，０００ ３４，０００ ３４，９００ ２１，１００ １８６．３５ 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △１，４００ １，３００ １，９００ △１００  

増 減 率  （％） △０．５ ４．０ ５．８ △０．５  

(ご参考)前期実績 

(2024年３月期) 
２４１，５９４ ３０，８２０ ２９，３１２ ２３，９２６ ２１１．３１ 

 

 

(2) 2025年３月期通期個別業績予想数値の修正（2024年４月１日～2025年３月31日） 

 

営業収益 営業利益 経常利益 

 

当期純利益 

 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想  （Ａ） 

百万円 

１１１，７００ 

百万円 

２０，７００ 

百万円 

２２，８００ 

百万円 

１６，７００ 

円 銭 

１４７．４９ 

今回修正予想  （Ｂ） １１３，３００ ２１，２００ ２４，０００ １５，７００ １３８．６６ 

増 減 額（Ｂ－Ａ） １，６００ ５００ １，２００ △１，０００  

増 減 率  （％） １．４ ２．４ ５．３ △６．０  

(ご参考)前期実績 

(2024年３月期) 
１０９，２７７ １８，２７０ １７，７６５ １７，３２１ １５２．９７ 

 



(3) 通期業績予想修正の理由 

通期の連結業績予想について、営業収益は、鉄道事業が好調に推移し輸送人員が増加したものの、ビル管

理メンテナンス業における減収等により前回発表予想を下回る見込みです。営業利益及び経常利益は、鉄道

事業やバス事業における増益が寄与し前回発表予想を上回る見込みですが、親会社株主に帰属する当期純利

益は、税金費用の増加等により、概ね前回発表予想どおりとなる見込みです。 

通期の個別業績予想について、営業収益は、鉄道事業における旅客収入の増加に加えて、土地家屋賃貸事

業及び流通事業での賃貸料収入の増加等により前回発表予想を上回る見込みです。営業利益及び経常利益に

ついても前回発表予想を上回る見込みですが、当期純利益は、税金費用の増加等により、前回発表予想を下

回る見込みです。 

 

 

２．期末配当予想の修正について 

(1) 修正の内容 

 年間配当金 

第２四半期末 期  末 合  計 

前回発表予想 

(2024年４月30日発表) 
17円50銭 17円50銭 35円00銭 

今回修正予想  22円50銭 40円00銭 

当 期 実 績 17円50銭   

(ご参考)前期実績 

(2024年３月期) 
０円00銭 35円00銭 35円00銭 

 

(2) 期末配当予想修正の理由 

本日、別途適時開示しております来期を始期とする当社の中期経営計画「NANKAIグループ中期経営計画 

2025-2027」における株主還元方針といたしまして、「安定配当を基本方針としつつ、連結配当性向を段階的

に向上させ、2027年度には30％程度とすることを目標とし、状況に応じて機動的に自己株式取得を行う」こ

ととしております。 

当期の利益配当につきましては、業績予想数値が期初の想定を上回る見込みであること、また、次期中期

経営計画の株主還元方針を踏まえ、１株当たり17円50銭から５円増配の１株当たり22円50銭に修正いたしま

す。この結果、2025年３月期の年間配当金は１株当たり40円を予定しております。 

 

 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業

績は、今後さまざまな要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

 

 

以  上 


